
 

全国商工会議所観光振興大会２０１８in 会津若松 開催概要 

（5 月 25 日現在、予定を含む） 

■テーマ 

～地方都市の観光創造に向けて～ 

■日程  ２０１８年１１月５日(月)～７日(水) 

 

■概要（全体日程） 

日 時間 内容 会場 

５日（月） 

13：00～16：15 全体会議 會津風雅堂 

18：00～20：00 全体交流会 あいづ総合体育館 

６日（火） 
9：00～11：00 分科会 

會津風雅堂（２会場） 

会津若松市文化センター（２会場） 

福島県立博物館 

12：00～ 

エクスカーション 
日帰りコース  ５コース 

１泊２日コース ６コース ７日（水）  

 

■主催  日本商工会議所・会津若松商工会議所 

■共催  福島県商工会議所連合会 

 

 

 

 

お問い合わせ 

会津若松商工会議所 総務部観光振興推進室 

電話 0242（27）1212 ＦＡＸ0242（27）1207 

メール ｉｎｆｏ＠ａｉｚｕ－ｃｃｉ．ｏｒ．ｊｐ 

※ＨＰ（http://www.aizu-cci.or.jp/）内に大会特設ページ

を開設中（ＰＲ動画、市内地図等掲載） 

      

 

６月中旬より参加申込受付開始予定！ 



 

１１月５日（月） 

 

 

12:50～13:00  オープニング 

13:00～13:20  開会式 

         【開会挨拶】日本商工会議所   会頭 三村明夫 

         【歓迎挨拶】会津若松商工会議所 会頭 渋川恵男 

         【来賓挨拶】福島県知事     内堀雅雄 氏 

13:20～13:30  商工会議所における観光振興の取り組みについて 

          日本商工会議所 

13:30～13:50  平成３０年度全国商工会議所 

きらり輝き観光振興大賞表彰式 

13:50～14:20  日本商工会議所 先進事例紹介 

14:20～14:35  〈休憩〉 

14:35～15:10  基調講演「地方観光地が持続するために」 

             講 師：清野 智 氏 

（日本政府観光局（ＪＮＴＯ）理事長） 

15:10～15:55  パネルディスカッション 

            「都市部と地方観光地の共存が描く日本の未来」 

          コーディネーター 丁野   朗 氏 

（観光未来プランナー・ 

㈱ANA 総合研究所シニアアドバイザー） 

          パネリスト    矢ケ崎 紀子 氏（東洋大学教授） 

                   山田 桂一郎 氏（JTIC.SWISS 代表） 

15:55～16:00  会津若松アピール採択 

          日本商工会議所 

16:00～16:10  次回開催地挨拶（金沢商工会議所） 

16:10～16:15  閉会 

 

 

 

 

着座形式により、先人から受け継いだ会津の 

郷土料理をはじめ本県の名物をご提供。東山芸 



妓衆による、舞踊でおもてなしいたします。 

 

１１月６日（火） 

 

「広域連携が生む新しい観光の価値」             

～競争から協働によって個の魅力を高める手法とは。各地会議所の先進事例等をもとに広域連携の在り方を

考えます。 

コーディネーター 中根  裕 氏（㈱ＪＴＢ総合研究所主席研究員） 

パ ネ リ ス ト 竹村  隆 氏（函館商工会議所常議員 観光・飲食・サービス部会長） 

岡本 堅吾 氏（北九州商工会議所議員 観光サービス部会長） 

竹田  秀  （会津若松商工会議所副会頭） 

         「地方都市のインバウンド、大都市のインバウンド」       

～今後の観光振興のカギを握るインバウンド。経済基盤が弱い地方都市が目指すべき方向とは。 

大都市と補完し合う連携策も探ります。 

コーディネーター 中村 好明 氏（ジャパンインバウンドソリューションズ代表取締役） 

パ ネ リ ス ト 阿部 憲子 氏（南三陸ホテル観洋女将） 

伊藤 秀雄 氏（㈲伊豆沼農産代表取締役） 

         大関 松男 氏（長野県・清風荘専務） 

「歴史資源を生かした観光地づくり」             

～歴史ブームで注目される歴史資源。より良い観光資源にブラッシュアップするための手法を学びます。 

戊辰 150周年を迎える会津だけに必聴です。 

コーディネーター 赤坂 憲雄 氏（民俗学者、福島県立博物館館長） 

パ ネ リ ス ト 松平 保久 氏（会津松平家１４代） 

         柳澤 秀夫 氏（会津会会長、ＮＨＫ解説委員） 

         紺野美沙子 氏（俳優、前・文化庁文化審議会委員） 

「災害と観光 風評とその脱却」  

～東日本大震災は本県観光に大きな傷跡を残しました。特に風評との戦いは現在も続いています。 

これからの自然災害に備えて「福島県の今」をご覧ください。 

コーディネーター 高松 正人 氏（ＪＴＢ総合研究所常務取締役 観光危機管理研究室長） 

パ ネ リ ス ト 関谷 直也 氏（東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター特任准教授） 

         坂本 征夫 氏（常磐興産㈱顧問） 

横田 純子 氏（ＮＰＯ法人素材広場理事長） 

 

「ICTが開く観光の未来」        

～ビッグデータ、ＳＮＳ、急激なＩＣＴ技術の進展は、観光産業とも無縁ではありません。その最前線の取

組と活用について考えます。 

コーディネーター 中村彰二朗 氏（アクセンチュア㈱福島イノベーションセンター長） 

パ ネ リ ス ト 藤本 裕之 氏（㈱ジェイアール東日本企画執行役員ソーシャルビジネス開発局長） 

         中川 敬文 氏（ＵＤＳ㈱代表取締役社長） 

新城猪之吉 氏（（一財）会津若松観光ビューロー理事長） 

会場：「會津風雅堂」「福島県立博物館」 

「会津若松市文化センター」 

第 １ 分 科 会 

第 ２ 分 科 会 

第 ３ 分 科 会 

第 ４ 分 科 会 

第 ５ 分 科 会 



 

１１月６日（火）～７日（水） 

 

日帰りコース 

①戊辰１５０年 縁（えにし）ツアー（鶴ヶ城、松平家廟所、飯盛山等） 

     時代のうねりに抵抗し、義を貫いた会津。その歴史を体感するツアーです。 

②商店街再生・まちなか観光ツアー（七日町通り界隈） 

      シャッター通りが大正浪漫の街並みに。活気あふれる今をご覧ください。 

③日本遺産「会津の三十三観音めぐり」（中田観音、立木観音、鳥追観音） 

     ころり三観音をはじめとする会津の仏教文化を見て、聞いて、感じるツアーです。 

④日本遺産「未来を拓いた一本の水路」（猪苗代第二発電所、十六橋、郡山市開成館等） 

      明治の大プロジェクト・安積疎水と開拓。豊かな水が紡いだ物語を訪ねる産業観光コース。 

⑤会津ＩＣＴ・先端産業見学ツアー（ＩＣＴオフィス建設現場、会津大学等） 

      ＩＣＴ分野で日本の先端を走る会津大学や企業集積を目指す施設を見学します。 

１泊２日コース 

①仏都会津を訪ねる（上記三観音、勝常寺（国宝）、新宮熊野神社（長床）等） 

      徳一ら名僧が活躍した仏都会津。名刹の数々をご紹介します。 

「会津五街道をめぐる」～会津藩祖・保科正之公開削の五街道。当所実施の街道観光からご紹介。 

②下野街道（会津西街道）（大内宿、白河市・小峰城、 南湖公園等） 

          会津から江戸への最短経路。街道の面影をたどり、戊辰の激戦地・白河へ。 

③米沢街道（裏磐梯・五色沼、檜原歴史館、米沢市・上杉神社等） 

          伊達政宗や上杉景勝ら名だたる大名が通った道。裏磐梯の景色と共に楽しみます。 

④二本松街道（飯盛山、猪苗代町・土津神社、二本松市・霞ケ城（菊人形）等） 

          歴代藩主の参拝の道。藩祖祭祀の神社を経て、もう一つの戊辰の悲劇の地へ。 

復興ツーリズム～東日本大震災の教訓を後世へ。新産業の立地や復興が進むインフラも見学します。 

⑤郡山・福島・相馬コース 

（産総研福島再生可能エネルギー研究所、相馬福島復興道路、相馬市伝承鎮魂祈念館、松川浦漁港復旧工事等） 

⑥郡山・いわき・双葉郡コース 

（産総研福島再生可能エネルギー研究所、いわきデイクルーズ（小名浜港）、富岡町内視察等） 

      

 

 

 大会メーン会場となる會津風雅堂、交流会会場となるあいづ総合体育館に出店予

定。県内商工会議所・商工会と連携して、福島県内の「逸品」を取り揃え、参加さ

れた皆様に福島の味と技をご覧いただきます。 

日帰り全５コース、１泊２日全６コース 


